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表 3-1 プレキャスト壁高欄採用による工程短縮効

 

 

床版取替工事の設計・施工上の工夫 
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１. はじめに 

工事位置を図 2-1 に示す。東京都杉並区と愛知県小牧市を結ぶ高速道路である中央自動車道の山梨県の大月市に位置する中

野橋の下り線左ルートが施工箇所である。 

床版取替は約 179ｍの施工範囲の壁高欄を含む既設床版の解体・撤去を行い、新規の PC 床版を架設する工事である。 

床版取替工事の背景として、高速道路建設から年数が大きく経過し道路構造物の老朽化が懸念されていた。特に、大型車

の交通量の増加、凍結防止剤の散布の影響で RC 床版の劣化が通常の経年劣化より大きくなると想定されている。そのため、

大型リニューアル計画として、交通量・年数・施工条件等により優先度を定め、床版取替工事が施工されている。 

本工事の課題は下記のとおりである。 

 ①工程の制約、②橋梁の健全性、③出来形確保 

 

２. 工事概要 

工事名称：中央自動車道（特定更新等）中野橋床版取替工事 

工事場所：山梨県上野原市上野原他～大月市大月町花咲他 

発 注 者：中日本高速道路株式会社 大月保全・サービスセンター 

工 期：令和元年 9 月 25 日～令和 3 年 11 月 30 日 

工事内容：(床版取替)3 径間延長 179ｍ幅 11m、既設床版撤去・床版製作・架設（85 枚 標準 11.2ｍ×1.7ｍ×0.22ｍ）、両端部

場所打ち床版・壁高欄工、床版防水工 1,945 ㎡、舗装工 340ｔ 

     (連絡路)捨土掘削 2,140 ㎥(硬岩掘削含む)、舗装工 175ｔ 

 

３. 施工条件（課題）と対策 

 本工事における前述した施工上の課題を簡潔に記すと、下記のとおりである。 

①工程の制約 

 本工事では、高速道路本線上を規制するにあたり発注者の工事規制手引きにおける条件により交通量が多くなる繁忙期（年

末年始、GW、盆休み等）の期間においては、大型固定規制の設置が不 

可であった。 

 規制期間超過対策として、工程を縮め悪天候などの施工不可日に対 

応できる状況にしなければならない状況であった。 

最大の工程圧迫要素はコンクリートの養生期間であった為、現場打設 

コンクリートの最小限化及び、1 日でも早いコンクリートの打設が最 

重要項目となった。 

まず、プレキャスト壁高欄を採用し現場打コンクリートの最小限化 

を行った。その結果、当初壁高欄工程より 12 日分の短縮に成功した。 

(表 3-1) 

 キーワード 床版取替工事、未経験工事、トラス橋 
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また、発注者の共通仕様書より新設床版上の工事車両の使用禁止の記載と早強コンクリートの養生期間がσ7 と定められて

いた。工事条件、配管によるコンクリート打設及び養生期間待ちで工程遅延のリスクが考えられた。その為、材齢 3 日(30N/㎟

発現)の工事車両通行時の健全性を証明し、ポンプ車・25ｔRC 等の橋面利用を承認してもらい、更なる工程遅延のリスクを無

くした。 

②橋梁の健全性 

中野橋は下部工およびトラス橋の耐震補強が計画されている。計画では耐震補強後に床版取替を行う予定であり、施工計

画も耐震補強後の橋梁について検討されていた。しかし、耐震補強工事前に床版取替を行う計画に変更されたため、床版取

替施工時のクレーン等の荷重、および床版取替後の重量増加による既設トラス橋への影響が懸念された。そのため、三次元

フレーム解析を行い以下の対策を行った。 

＜施工時＞ 

下支材と上横構にて許容値超過をしたが、上横構の超過は安全上問題ないことを協議したうえで、下支材のみ補強を行っ

た。 

＜完成後＞ 

 床版厚および舗装厚の増加、中央分離帯側の壁高欄の追加（現状はガードレール）に伴い荷重が増加する為許容値を超過

した。協議の結果、中央分離帯側は壁高欄を施工せずに既設ガードレールの再設置をすることとなった。 

 

結果として、施工時・完成後ともにトラスに異常は確認されず無事に工事を完了した。 

 

③出来形確保 

本工事では、120ｔオールテレーンクレーンの作業箇所の違いにより荷重条件が変動し、最大で±10mm 程度出来形が変動し

ていた。加えて、床版架設施工範囲はトラス橋のため、気温変化における鋼橋部材の収縮・膨張現象の外的要因により日々の

出来形が変動する事象が発生していた。対策として、施工段階毎に出来形確認を実施し調整を行った。 

①事前準備 

吊足場解体後の変動と床版工完了時（舗装、遮音壁）のたわみ量の計算、各径間ごとのクレーン（120ｔ、25ｔ）据付時の

たわみ量の計算。 

②床版架設時 

「クレーン荷重除荷時に想定されるたわみ回復量」、「間詰コンクリート、舗装などの今後の増加荷重によるたわみ量」を

考慮して計画値(設計値-30 ㎜)を決定。 

③版下モルタル打設直前 

クレーン荷重除荷後は出来形が＋10 ㎜変動する予想であった。出来形確認の結果から設計値-20mm との誤差を調整し、出

来形が一律となる様にする。 

④壁高欄、地覆完了後 

荷重増加後の出来形が許容値(-45～＋5 ㎜)であるか最終確認⇒立会検査 

その結果、許容値超過無く出来形が確保できた。 

また、以後工程により足場解体後に約＋10 ㎜の出来形が変動する為、最終的な出来形は設計-10 ㎜となる計算である。 

 

４．おわりに 

床版取替は新規工法の為、発注者側の仕様が工事条件に沿ったものではない事が多く、効率的な施工方法や仕様を事前に協

議しておくことが重要であった。 

ここで、本工種の重要点を列挙すると以下の通りである。 

①短期間工事で実現可能且つ最良品質確保が可能な工法の協議 

②出来形管理体制と荷重変動影響の事前解析 

③妥協の無い現地踏査と詳細設計の連携今後、類似工事を行っていくにあたり上記の内容に留意することが重要である。 
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